
桜のつぼみも膨らみはじめ、春の訪れを感じる３月１５日（土）、匝瑳市学校給食センター所長 宇井信一様を
はじめ、多数のご来賓の皆様ご臨席のもと、２５名の卒業生は堂々たる立派な態度で卒業証書を手にし、小学校
を巣立っていきました。この６年間、新型コロナウイルスの影響を受け、マスク生活や制限が多いの中での教育
活動に不安な日々を過ごしてきたことでしょう。そんな辛い日々でも、いつも笑顔を絶やさず素直で優しく接し
てくれる子供たちに、私たち職員も励まされてきました。そんな姿を思い出しながら、卒業式の式辞では、卒業
生に向けて宮澤章二さんの「自分の一歩」の詩を引用して話をしました。
この詩の一節にあるように、他人と自分を比べるのではなく、自分の夢や目標を大切にして、自分の力を信じ、夢の
実現に向けて一歩一歩着実に歩んでほしいと思います。

保護者の皆様に支えられ、こうして無事に卒業式
を迎えられたことを大変嬉しく思います。
４月からはいよいよ中学生です。学校生活や友だ

ち関係など環境が変わり、心身ともに大きく変化し
てくる時期でもあります。これまでと違って、あま
り学校のことや友だちのことを話さなくなったり、
少しのことでイラついたり、親に当たったり…と
反抗的な態度をとることもあるでしょう。ですが、一番近くで子供たちに寄り添い、一緒に考えてあげられるの
は親御さんであり、ご家族のみなさんです。これからも子供たちの良き相談相手として、子供たちのそばで、一
緒に泣いたり笑ったり悩んだり喜んだり…いっぱいいっぱい寄り添って、一番の応援団でいてあげてください。
保護者の皆様には、これまでたくさんご支援ご協力いただきましたことに感謝申し上げます。

他の人より一歩先を歩くからといって
他の人より優れているとは限らない
他の人より一歩後ろを歩くからといって
他の人より劣っているとは限らない…
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３月３日に「６年生ありがとう
集会」を行いました。午前中は各
学年とも楽しい遊びを考え、６年
生と一緒にたくさんの思い出をつ
くりました。

午後は職員発表や６年生の劇、「思い出のアルバム（スライドショー）」を鑑賞し、６年
間の成長を振り返りました。この日のために、花や輪飾り、掲示物など、１～４年生は役
割分担して準備してきました。また、前日の会場設営や当日の運営は５年生が責任をもっ
て行い、とても心温まる素敵な“ありがとう集会”となりました。

善行児童表彰とは、学校や家庭、地域社会において、模範
となる善行者を表彰するものです。本校からは、生明芯さん
が選ばれ、匝瑳市学校警察連絡委員会より表彰されました。

現在、７：３０～７：５０登校、昇降口は７：３０解錠となっておりますが、令和７年
度より、７：４０～７：５０登校、７：４０解錠といたします。先日の地区児童会においても、
登校班の集合時刻を変更してありますので、何卒、ご理解くださいますようお願い申し上
げます。

善行児童表彰
６年 さん

１年 はねつき・竹とんぼ ２年 劇・はたらく細胞

２年生～藤原先生を救え～

３年 しっぽとり
ジャンケン列車

４年 ボール渡し

５年 アメリカン・ドッジボール ６年 劇～１年生から

６年生までの成長～


